
た る み ず

市議会だより市議会だより市議会だより
令和８年５月 16日発行

あなたの声を議会
に

…

あなたの声を議会
に

…

あなたの声を議会
に

…

目　次
【令和８年第１回定例会】　……………………  ２ 
常任委員会審査結果……………………………  ３ 
一般質問…………………………………………  ５ 
審議結果一覧……………………………………  11
予算特別委員会…………………………………  13
令和８年第２回定例会日程案・魅力発見
編集後記…………………………………………  20

発行／垂水市議会

編集／垂水市議会だより編集委員会

鹿児島県垂水市上町 114 番地

℡ 0994-32-1111（内線 358）

メールアドレス

 t_gikai@po.city.tarumizu.kagoshima.jp

垂水市議会
ホームページの入り口

（年４回発行予定）

No.147



垂水市議会だより   147 号  ②

議決事項について

　

第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
12
日
か
ら
３

月
16
日
ま
で
33
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

市
長
が
令
和
８
年
度
の
施
政
方
針
を
発
表

し
、
そ
の
後
、
令
和
８
年
度
各
会
計
の
当

初
予
算
を
は
じ
め
、
39
件
の
議
案
や
決
議

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
の

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
１
３
４
億
７

０
０
万
円
は
、
前
年
度
に
比
べ
、
８
・
０
％

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
議
最
終
日
に
追
加
上
程
さ

れ
ま
し
た
議
案
第
38
号
「
垂
水
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
」
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
議
案

第
39
号
「
垂
水
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い

て
」
は
、全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
た
ほ
か
、

決
議
案
第
１
号
「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
の
攻
撃
に
抗
議
し
即
時

中
止
を
求
め
る
決
議
案
」
に
つ
い
て
は
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※

審
議
結
果
は
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

総
括
質
疑
・
一
般
質
問
で
は
11
名
の
議

員
が
登
壇
し
、
執
行
部
と
論
戦
を
交
わ
し

ま
し
た
。

※

総
括
質
疑
・
一
般
質
問
は
５
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載

令和 8年第１回定例会

予算総額 134 億 700 万円

令和８年度
一般会計予算（案）全会一致で可決

～令和８年度　一般会計予算の主な新規事業～

   

妊産婦等に対する交通費等支援事業
145万2千円

二川地区道路概略設計業務委託

クルーズ船乗客の誘客に係る
垂水市観光モビリティ共創実証事業

500万円
クルーズ船乗客の誘客創出事業であり、垂
水市の観光振興と二次交通の課題を解決す
るための実証事業

800万円
地域住民の安全性と生活道路を確保するた
め、設計業務を委託

空き家対策総合窓口の設置
1,026万円4千円

空き家に対する総合窓口を設置し、地域お
こし協力隊の制度を活用し、空き家相談員
２名を配備

フェリー代、ガソリン代、タクシー代等に
利用できる「未来のパパママチケット」を
交付

介護保険資格取得等支援事業

154万5千円
介護資格の取得に係る費用を支援し、介護事業
所の職員確保を支援、個人の負担軽減を図る。
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常任委員会審査結果

和
６
年
度
２
３
６
名
に
対
し
、
令
和
７
年

４
月
か
ら
令
和
８
年
１
月
現
在
に
お
い
て
、

４
９
０
名
と
２
５
４
名
程
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
令
和

６
年
度
が
37
名
に
対
し
、
令
和
７
年
度
は

４
月
か
ら
令
和
８
年
１
月
末
現
在
に
お
い

て
、
88
名
と
51
名
程
増
加
し
て
い
る
。

　
　

地
籍
調
査
の
進
捗
率
が
本
市
は
低
い

が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
は
出
来
な
い
の
か
伺

う
。

答　

現
在
、
進
捗
率
は
25
％
で
あ
り
、
県

内
で
も
低
い
進
捗
率
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

国
の
割
当
額
で
進
め
て
き
た
が
、
今
後
は

進
捗
率
を
上
げ
る
た
め
の
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

　　

コ
ス
モ
ス
苑
の
施
設
稼
働
は
、
当
初
見

込
ん
で
い
た
施
設
稼
働
率
ま
で
達
し
て
い

な
い
た
め
、
施
設
利
用
収
入
を
減
額
し
、

不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
よ
う

と
す
る
も
の
。

　
　

実
費
弁
償
金
の
減
額
理
由
を
伺
う
。

答　

当
初
入
所
者
数
見
込
み
と
現
在
の
入

所
者
数
に
大
き
な
乖
離
が
生
じ
、
利
用
者

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
と
な
る
。

　

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
、
法
改
正
に

伴
う
条
例
改
正
と
令
和
９
年
４
月
１
日
よ

り
垂
水
市
地
方
卸
売
市
場
条
例
を
廃
止
し
、

公
設
市
場
と
し
て
の
運
営
を
終
了
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

令
和
７
年
度
垂
水
市
老
人
保
健

施
設
特
別
会
計
予
算  

案

令
和
７
年
度
垂
水
市
老
人
保
健

施
設
特
別
会
計
予
算  

案

　

老
人
福
祉
施
設
の
修
繕
料
、
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
の
実
績
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止

施
設
等
資
材
購
入
費
補
助
金
の
減
額
理
由
、

漁
業
者
の
輸
出
状
況
、
地
籍
調
査
の
進
捗

率
、
各
課
の
事
業
費
確
定
に
伴
う
減
額
補

正
な
ど
。

　
　

老
人
福
祉
施
設
の
修
繕
料
に
つ
い
て
、

他
に
も
必
要
な
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答　

福
祉
課
所
管
で
は
消
防
点
検
時
に
新

城
憩
の
家
が
指
摘
を
受
け
、
今
回
、
防
炎

カ
ー
テ
ン
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
修
繕
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
増
え
た

と
の
こ
と
だ
が
実
績
を
伺
う
。

　
　

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
令

問答

問答問答

問答

　
　

条
例
廃
止
に
至
っ
た
経
緯
と
跡
地
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

売
上
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
を

踏
ま
え
、
市
か
ら
卸
売
業
者
に
閉
鎖
を
打

診
し
て
同
意
を
得
た
。
跡
地
に
つ
い
て
は

条
例
可
決
後
に
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

使
用
料
の
上
限
金
額
を
改
正
し
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
柔
軟
な
宿
泊
料
金
の
設
定

を
可
能
に
す
る
も
の
。

問　

使
用
料
の
上
限
額
を
２
倍
に
設
定
し

た
理
由
を
伺
う
。

答　

近
隣
市
町
の
値
上
げ
の
改
正
案
等
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
２
倍
と
な
る
上
限
額

を
設
定
し
た
。
こ
れ
が
一
概
に
４
月
１
日

か
ら
料
金
が
２
倍
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
こ
の
上
限
額
の
範
囲
内
で
、
指

定
管
理
者
が
営
業
努
力
や
お
客
様
の
動
向

な
ど
を
み
て
柔
軟
に
設
定
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

産 
業 

厚 

生
委　

員　

会

主
な
質
疑

　
２
月
17
日
及
び
２
月
27
日
に
産
業
厚
生
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
２
月
12
日
の
本
会
議
に
お

い
て
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
際
の
主
な
質
問
と
回
答
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

主
な
質
疑

問答 主
な
質
疑

問答 主
な
質
疑

垂
水
市
猿
ヶ
城
渓
谷
森
の
駅
た
る

み
ず
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例  

案

垂
水
市
猿
ヶ
城
渓
谷
森
の
駅
た
る

み
ず
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例  

案

令
和
７
年
度
垂
水
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
案

令
和
７
年
度
垂
水
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
案

付
託
内
容

付
託
内
容

垂
水
市
地
方
卸
売
市
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例  

案

垂
水
市
地
方
卸
売
市
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例  

案

付
託
内
容

付
託
内
容
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展
計
画
」
は
、
計
画
期
間
が
令
和
７
年
度

末
で
終
了
す
る
。
垂
水
市
は
「
過
疎
地
域

の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
に
基
づ
き
、
市
内
全
域
が
過
疎
地

域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
過
疎
地
域

の
持
続
的
発
展
を
図
る
取
組
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
令
和
８

年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

で
策
定
し
た
。

問　

今
後
の
学
校
の
あ
り
方
を
含
め
た
教

育
振
興
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

教
育
振
興
の
分
野
で
も
過
疎
債
を
充

て
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
も
あ
り
、
学
校

の
あ
り
方
に
つ
い
て
子
供
た
ち
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
環
境
が
作
れ
る
よ
う
に
し
て
い

く
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
少
子
化
対

策
の
強
化
に
当
た
り
、
地
方
税
法
が
一
部

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
と
し
て

令
和
８
年
度
か
ら
医
療
保
険
の
保
険
税
と

合
わ
せ
て
拠
出
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
改
正

問　

本
市
の
負
担
金
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
と
し
て
、

新
た
に
約
７
７
５
万
円
の
歳
入
を
見
込
む

必
要
が
あ
る
。

る
。

　

前
年
度
は
、
初
任
給
を
は
じ
め
若
年
層

が
重
点
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
物
価
高

騰
も
あ
り
、
全
体
的
な
見
直
し
で
あ
る
。

職
員
の
事
務
負
担
に
つ
い
て
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
に
よ
り
負
担
軽
減
を
図
り
元
気
な
垂
水

を
更
に
前
に
進
め
る
。

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
関
連
し
て
改
正
す
る
も
の
。
ま
た
新

た
な
職
種
を
追
加
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
職
務
内
容
に
つ
い
て
改
正

問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
市
直
営
で

運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
新
設
さ
れ

た
専
門
職
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

答　

一
時
的
に
直
営
で
の
運
営
と
い
う
ふ

う
に
な
る
。
会
計
年
度
で
あ
っ
て
も
公
務

員
と
し
て
の
任
用
に
な
る
の
で
給
与
規
定
、

職
種
を
し
っ
か
り
位
置
付
け
た
。

　

現
在
の
「
垂
水
市
過
疎
地
域
持
続
的
発

　

次
年
度
へ
の
繰
越
明
許
費
及
び
地
方
創

生
推
進
交
付
金
、
人
事
管
理
費
委
託
料
な

ど
の
減
額
補
正
並
び
に
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
法
定
外
繰
出
金
と
災
害
応
急
対
策

の
備
品
購
入
費
、
小
学
校
施
設
整
備
費
、

小
学
校
教
育
振
興
費
、
公
民
館
施
設
光
熱

水
費
な
ど
の
増
額
補
正
。

問　

災
害
用
に
購
入
す
る
ワ
ン
タ
ッ
チ
ベ
ッ

ド
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

計
画
で
は
避
難
者
見
込
み
が
１
４
２

０
名
で
、
そ
の
う
ち
80
歳
以
上
が
２
３
２

名
で
あ
り
、
現
在
30
台
あ
る
た
め
、
差
引

２
０
２
台
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

振
興
会
委
託
料
の
減
額
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

人
口
減
少
や
未
加
入
世
帯
が
出
て
い

る
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。
市
民
係
窓
口
に

お
い
て
振
興
会
へ
の
加
入
を
促
す
と
共
に

振
興
会
長
と
の
連
絡
・
連
携
を
継
続
し
て

い
く
。

問　

教
育
振
興
費
の
部
活
動
地
域
移
行
に

係
る
指
導
者
の
募
集
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

各
競
技
団
体
連
盟
の
紹
介
、
鹿
屋
体

育
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
、
募
集
掲
載

な
ど
に
よ
り
指
導
者
の
発
掘
に
努
め
る
。

　

国
家
公
務
員
の
人
事
院
勧
告
が
、
11
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
国
家

公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
が
12
月
24
日
に
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
に
引
続
き
、

給
与
及
び
期
末
勤
勉
手
当
の
引
上
げ
や
各

種
手
当
の
見
直
し
と
な
っ
た
。

問　

民
間
と
の
格
差
、
ま
た
職
員
の
事
務

負
担
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

国
の
資
料
に
よ
る
と
民
間
と
の
格
差

は
、
１
万
５
０
０
０
円
程
度
の
格
差
が
あ

問問 答答

答答

問答

総 

務 

文 

教
委　

員　

会

主
な
質
疑

問主
な
質
疑

問

主
な
質
疑

　

２
月
18
日
・
３
月
３
日
及
び
３
月
16
日
に
総
務
文
教
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
２
月
12
日
の

本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
議
案
及
び
３
月
16
日
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
さ

れ
ま
し
た
。
審
査
の
際
の
主
な
質
問
と
回
答
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

垂
水
市
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例  

案

垂
水
市
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例  

案

付
託
内
容

付
託
内
容

令
和
７
年
度
垂
水
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
案

令
和
７
年
度
垂
水
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
案

付
託
内
容

垂
水
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例  

案

垂
水
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例  

案

付
託
内
容

垂
水
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
に
つ
い
て

垂
水
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
に
つ
い
て

問答問答 主
な
質
疑

付
託
内
容

垂
水
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例  

案

垂
水
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例  

案
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さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
学
校
等
の

幹
部
研
修
等
を
通
じ
て
、
体
系
的
、
総
合

的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
身
に
つ
け
た

組
織
体
制
に
い
か
し
て
い
き
た
い
。

問　

第
三
者
委
員
会
か
ら
の
結
果
を
受
け
、

今
後
、
再
発
防
止
に
向
け
何
を
取
り
組
む

べ
き
か
伺
う
。

答　

市
民
の
負
託
に
応
え
る
消
防
行
政
を

展
開
で
き
る
か
否
か
は
、
基
本
的
に
業
務

に
従
事
す
る
職
員
の
取
組
に
よ
っ
て
成
し

遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
不
祥
事
は
、

住
民
か
ら
の
批
判
や
信
頼
感
を
失
墜
さ
せ
、

重
大
な
消
防
本
部
の
危
機
と
な
り
え
る
。

そ
の
た
め
、
３
つ
の
取
組
を
推
進
す
る
。

１
点
目
、
行
動
範
囲
の
策
定
と
共
有
。
２

点
目
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
。

３
点
目
、
市
民
と
の
信
頼
関
係
構
築
。
こ

れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
消
防
組
織
内
で
の

不
祥
事
リ
ス
ク
を
低
減
し
、
職
員
一
人
一

人
が
公
共
の
利
益
を
意
識
し
た
業
務
を
遂

行
す
る
組
織
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
将

来
的
に
は
消
防
組
織
の
運
営
の
透
明
性
を

確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
、
外
部
検
討
委

員
会
の
設
置
に
向
け
調
査
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
二
川
地
区
の
安
心
・
安
全

○
台
湾
行
政
視
察

問　

報
告
書
で
示
さ
れ
た
環
境
整
備
ま
た

性
別
に
よ
る
不
利
益
な
取
扱
い
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
報
告
が
な
さ
れ
た
の
か
消
防

長
に
伺
う
。

答　

環
境
整
備
の
不
備
に
つ
い
て
は
、「
女

性
用
ト
イ
レ
」「
仮
眠
室
」「
洗
身
・
更
衣
・

洗
濯
設
備
」「
更
衣
室
」
の
環
境
の
４
項

目
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、「
適
法

で
あ
る
が
不
相
当
、
実
態
が
合
致
し
て
お

ら
ず
適
切
で
は
な
い
」
の
法
的
評
価
が
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
性
別
に
よ
る
不
利

益
な
取
扱
い
に
関
し
て
は
「
合
理
的
な
理

由
が
な
く
、
地
方
公
務
員
法
第
十
三
条
平

等
取
扱
い
の
原
則
及
び
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
第
七
条
の
違
法
と
な
る
疑
い
が
あ

る
」
と
厳
し
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

問　

元
職
員
の
退
職
時
は
自
己
都
合
退
職

で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、
実
際
辞

め
る
原
因
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答　

報
告
書
の
調
査
の
概
要
に
あ
る
訴
え

で
は
、
十
分
な
仕
事
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
こ
と
が
原
因

と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態

を
防
止
す
る
に
は
、
職
員
の
成
長
を
支
援

す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
必
要
性
が
示

問問 答

問答

答

第１回定例会において、11 名の議員が一般質問を行いました。

※掲載内容については、質問と答弁の要旨を質問者の文責により掲載しています。

　詳細な内容については、各議員の QR コードから動画を視聴することができますのでご覧ください。

令和８年　第１回定例会

市政を問う
【
質
問
者
】　※

質
問
順

　

令
和
８
年
２
月
25
日

令
和
８
年
２
月
26
日

１
番　

宮
迫　

隆
憲　

 

議
員

２
番　

髙
橋　

理
枝
子 

議
員

３
番　

堀
内　

貴
志　

 

議
員

４
番　

新
原　

勇　

 　

議
員

５
番　

前
田　

隆　
　

 

議
員

６
番　

梅
木　

勇　

 　

議
員

７
番　

池
田　

み
す
ず 
議
員

８
番　

持
留　

良
一 　

議
員

９
番　

篠
原　

則 　

議
員

10
番　

感
王
寺　

耕
造 

議
員

11
番　

池
山　

節
夫 　

議
員

Ｐ8　  Ｐ7       Ｐ7        Ｐ6       Ｐ6       Ｐ5  Ｐ10　 Ｐ10       Ｐ9       Ｐ9        Ｐ8 

一  般  質  問 11 議員が登
壇！

議
員

宮
迫
　
隆
憲

元
女
性
消
防
職
員
に
係
る
第
三
者

　
委
員
会
の
調
査
報
告
に
つ
い
て



問　

昨
年
９
月
補
正
で
１
４
１
万
円
の
補

正
予
算
が
議
決
さ
れ
、
今
年
２
月
、
２
泊

３
日
で
市
長
、
水
産
商
工
観
光
課
長
、
職

員
３
名
で
台
湾
を
訪
問
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
台
湾
視
察
は
、
単
な
る
表
敬
訪
問
で
は

な
く
具
体
的
な
合
意
形
成
が
あ
っ
た
も
の

と
思
う
。
視
察
に
要
し
た
経
費
、
視
察
の

目
的
、
具
体
的
な
協
議
内
容
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

視
察
に
要
し
た
経
費
は
、
９
月
補
正

１
４
１
万
円
に
対
し
て
約
91
万
円
を
執
行

し
た
。
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
、①
垂

水
市
の
認
知
度
向
上
、②
主
要
産
業
や
観

光
地
、
人
柄
、
気
候
、
風
土
等
の
現
地
確

認
、③
友
好
交
流
の
方
向
性
、
継
続
性
の

意
思
確
認
、④
具
体
的
な
交
流
内
容
の
４

つ
の
成
果
目
標
を
設
け
た
。
視
察
先
は
、

台
湾
（
名
間
郷
）
で
市
長
を
含
む
３
人
で

訪
問
し
、
交
流
意
思
の
再
確
認
、
友
好
交

流
の
方
針
や
交
流
分
野
の
検
討
協
議
、
友

好
交
流
協
定
の
締
結
等
の
提
案
を
行
い
、

名
間
郷
長
か
ら
４
月
以
降
に
垂
水
市
を
視

察
し
て
、
友
好
交
流
協
定
の
締
結
を
し
た

い
旨
の
発
言
を
い
た
だ
い
た
。
人
口
減
少

一般質問
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場
職
員
、
消
防
本
部
職
員
か
ら
も
切
実
な

意
見
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
消
防
を

含
め
て
、
市
職
員
の
人
員
拡
大
に
つ
い
て

の
認
識
を
伺
う
。

　
　
【
市
長
答
弁
】
業
務
量
調
査
を
実
施

し
職
員
数
と
業
務
量
の
関
係
性
を
検
証
し

た
。
そ
の
結
果
、
令
和
６
年
度
か
ら
６
人

の
職
員
増
に
至
っ
た
。
専
門
職
と
し
て
会

計
年
度
任
用
職
員
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
用
な
ど
に
よ
り
業
務
に
精
通
し
た
人

材
確
保
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
所

属
長
を
中
心
に
事
務
の
効
率
化
を
進
め
な

が
ら
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
因
、

減
ら
す
べ
き
要
員
、
将
来
の
垂
水
市
を
見

据
え
て
適
正
な
人
員
確
保
に
努
め
る
。

問　

元
女
性
消
防
職
員
へ
第
三
者
委
員
会

の
報
告
書
を
送
る
際
に
何
か
謝
罪
的
な
言

葉
の
手
紙
を
入
れ
た
の
か
。
ま
た
、
当
初

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
な
い
と
言
っ
て
い
た
も

の
が
あ
っ
た
。
今
後
直
接
、
元
消
防
職
員

に
対
し
て
謝
罪
の
言
葉
を
か
け
る
機
会
を

持
と
う
と
思
う
か
。

答　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
認
定
す
る
か
否
か

の
委
員
会
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
文
書
は

入
れ
て
い
な
い
。

【
市
長
答
弁
】
機
会
を
捉
え
て
、
公
的
で

は
な
く
て
も
、
お
話
を
す
る
機
会
が
い
た

だ
け
れ
ば
そ
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
垂
水
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

○
ゴ
ミ
出
し
困
難
者
へ
の
支
援

○
歴
史
民
俗
資
料
館
調
査
研
究
事
業

問　

第
三
者
委
員
会
で
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
２
項
目
が
事
実
認
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
元
女
性
消
防
職
員
は
自
己
都
合

退
職
と
い
う
形
で
退
職
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
退
職
し
た
直
接
の
原
因
に
つ
い

て
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

４
つ
の
要
因
が
影
響
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
一
つ
は
本
部
へ
の
人
員
配
置
や
現

場
活
動
及
び
訓
練
の
制
限
に
よ
り
元
女
性

消
防
職
員
が
十
分
に
仕
事
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
、
二
つ
目
が
２
件
の
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
、
三

つ
目
が
環
境
整
備
過
程
に
関
与
さ
せ
的
確

に
説
明
し
な
か
っ
た
こ
と
、
四
つ
目
に
性

別
に
よ
る
不
利
益
な
取
扱
い
に
よ
り
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
そ
が
れ
、
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
組
織
体
制
で

は
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
要
因
が

重
な
っ
た
こ
と
で
退
職
に
至
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

問　

報
告
書
に
は
人
員
不
足
の
問
題
も
挙

げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
複
数
の
消
防
現

答 問問

答問答

社
会
の
中
で
国
内
だ
け
で
な
く
、
世
界
と

の
連
携
と
い
う
の
は
重
要
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
。

問　

職
員
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
パ
ワ
ハ

ラ
に
関
す
る
一
般
質
問
を
幾
度
か
し
て
き

た
が
、
本
市
に
お
い
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
対
策
は
、喫
緊
の
課
題
と
思
っ
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
執
行
部
の
明
確

な
考
え
方
、
ま
た
条
例
制
定
の
必
要
性
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
向
け
た
取
組

み
を
進
め
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
や
実
効

性
に
つ
い
て
改
め
て
精
査
し
、
改
善
が
必

要
な
点
に
つ
い
て
は
適
時
適
切
に
対
応
し

て
い
く
。
今
後
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を

未
然
に
防
ぎ
、
そ
の
発
生
の
際
に
は
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、

一
層
の
人
材
育
成
に
努
め
、
風
通
し
の
よ

い
職
場
環
境
を
目
指
し
て
取
組
ん
で
い

く
。
ま
た
職
員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
特
別
職

や
議
員
を
含
め
た
形
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
を
考
え
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
。
条

例
制
定
に
つ
い
て
複
数
の
先
進
自
治
体
を

調
査
し
た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で

進
め
る
か
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業　

予
算
５
０
０
万
円
の

　

新
規
事
業
で
あ
る
ク
ル
ー
ズ
船
か
ら
の

　

誘
客
事
業
に
つ
い
て

答 問

答 問

議
員

髙
橋 

理
枝
子

垂
水
市
消
防
本
部
性
別
に
よ
る
不

当
な
取
扱
い
の
疑
い
に
係
る
第
三

者
委
員
会
報
告
書
か
ら
考
え
る

自
治
体
の
在
り
方

議
員

堀
内
　
貴
志

市
長
の
台
湾
出
張
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
そ
の
目
的
と
成
果
は

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例

　
　
　
制
定
の
必
要
性
に
つ
い
て

め
い
か
ん
ご
う
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多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
具
体
的
な
事
業

展
開
、
次
世
代
へ
の
普
及
啓
発
と
人
材
育

成
の
３
つ
の
柱
で
展
開
し
て
い
く
。

問　

本
市
の
Ａ
Ｉ
活
用
状
況
と
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

生
成
Ａ
Ｉ
の
主
な
用
途
と
し
て
は
各

種
会
議
の
あ
い
さ
つ
文
、
企
画
書
案
の
作

成
、
文
書
の
要
約
、
添
削
な
ど
で
、
職
員

が
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
生
成
し
た
１
月
の
文
字

数
は
平
均
１
０
０
万
文
字
を
超
え
る
な
ど

事
務
処
理
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
展
開
と
し
て
は
令
和
８
年
度
か
ら

全
国
６
５
０
以
上
の
団
体
で
利
用
さ
れ
て

お
り
、
住
民
対
応
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト
、
法
律
に
基
づ
く
行

政
文
書
の
作
成
、
論
文
や
事
例
を
基
に
し

た
施
策
立
案
支
援
な
ど
自
治
体
業
務
に
特

化
し
た
多
様
な
機
能
を
有
し
て
い
る
コ
モ

ン
ズ
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
、
更
な
る
業
務
効
率

化
を
図
り
た
い
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
分
野

に
つ
い
て
も
住
民
の
問
い
合
わ
せ
に
24
時

間
対
応
し
、
行
政
手
続
き
の
方
法
や
制
度

利
用
の
案
内
を
迅
速
か
つ
容
易
に
取
得
で

き
る
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
導
入
の
検

討
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
市
債
残
高
と
基
金
残
高
の
バ
ラ
ン
ス
の

　

課
題
と
両
立
に
つ
い
て

○
市
道
内
ノ
野
線
改
良
工
事
の
用
地
交
渉

　

の
進
捗
と
専
門
職
員
配
置
に
つ
い
て

問　

学
校
の
在
り
方
を
調
査
・
審
議
す
る

検
討
委
員
会
に
諮
問
し
た
答
申
内
容
と
答

申
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

答
申
内
容
は
学
校
の
統
合
が
必
要
と

判
断
し
、
小
学
校
を
１
校
に
統
合
す
る
こ

と
、
新
た
な
学
校
の
位
置
は
中
央
地
区
が

適
当
、
学
校
施
設
の
整
備
を
進
め
、
速
や

か
に
開
校
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

答
申
を
受
け
て
３
月
に
総
合
教
育
会
議

を
開
催
し
、
最
終
的
な
方
向
性
を
決
定
す

る
。
来
年
度
以
降
、
そ
の
方
向
性
に
添
っ

た
基
本
構
想
策
定
に
向
け
、
新
た
な
組
織

を
設
置
し
、
施
設
整
備
に
伴
う
予
算
規
模

を
は
じ
め
、
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

問　

令
和
８
年
度
の
森
林
環
境
譲
与
税
を

利
活
用
し
た
取
組
事
業
を
伺
う
。

答　

令
和
８
年
度
当
初
に
計
上
し
た
森
林

環
境
譲
与
税
事
業
に
係
る
予
算
は
２
１
７

１
万
２
千
円
で
対
前
年
比
91
万
５
千
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
取
組
内
容
と
し
て

は
森
林
経
営
管
理
制
度
の
着
実
な
推
進
、

答答

答

問

通
の
往
来
の
道
の
駅
た
る
み
ず
と
は
ま
び

ら
、
山
岳
レ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
で
あ
る
森
の

駅
。
本
市
最
大
の
資
源
で
あ
る
海
に
お
い

て
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
道
の
駅

は
あ
っ
て
も
海
を
前
面
に
統
合
し
た
海
の

駅
の
設
置
に
至
っ
て
い
な
い
。
漁
港
を
単

な
る
荷
さ
ば
き
場
で
な
く
、
市
民
や
観
光

客
が
憩
う
海
辺
の
拠
点
と
し
て
活
用
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
江
の
島
、
海
潟
さ
く
ら

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

日
本
最
大
級
の
生
産
量
を
誇
る
ブ
リ
、

カ
ン
パ
チ
の
養
殖
業
は
単
な
る
食
材
と
し

て
の
面
だ
け
で
は
な
く
、
体
験
・
観
光
・

教
育
の
場
に
お
い
て
高
い
潜
在
能
力
が
あ

り
、
に
ぎ
わ
い
を
生
む
交
流
の
拠
点
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
は
本
市
の
魅
力
を
向
上

す
る
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
漁
港
施
設

は
本
来
、
魚
の
荷
揚
げ
場
や
流
通
を
目
的

と
し
た
公
共
施
設
で
あ
り
、
交
流
拠
点
化

は
解
決
す
べ
き
課
題
も
多
岐
に
わ
た
る
。

【
市
長
答
弁
】
現
在
、
水
産
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
物
価
高
騰
や
燃
料
・
餌
代
の
高

騰
な
ど
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。
従
来
の

育
て
て
売
る
か
ら
観
光
や
交
流
な
ど
新
し

い
価
値
が
本
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
引
き
出

し
、
水
産
振
興
に
お
い
て
も
重
要
な
視
点

で
あ
る
。
漁
港
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
活

用
は
、
新
た
な
収
益
の
柱
と
な
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
が
、
施
設
整
備
や
運
営
に

伴
う
莫
大
な
経
費
が
か
か
る
。
垂
水
の
水

産
業
を
国
内
外
ど
こ
よ
り
も
魅
力
的
な
産

業
に
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
市
長
と
し
て
の

役
割
の
１
つ
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

問　

イ
ノ
シ
シ
・
タ
ヌ
キ
・
ア
ナ
グ
マ
等
、

年
間
16
〜
19
ト
ン
ほ
ど
の
大
部
分
の
個
体

が
山
林
に
埋
設
さ
れ
、
現
場
ハ
ン
タ
ー
の

負
担
も
大
き
い
。
ま
た
、
貴
重
な
命
を
単

に
ご
み
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
へ
の
環
境

負
荷
も
あ
る
。
現
在
の
た
る
み
ず
有
機
２

号
鶏
糞
と
生
ご
み
に
投
入
す
れ
ば
リ
ン
酸

を
含
む
プ
レ
ミ
ア
ム
な
第
４
の
肥
料
と
な

る
。
粉
砕
機
と
冷
凍
庫
が
必
要
で
設
置
費

は
別
で
５
０
０
万
円
ほ
ど
か
か
る
が
、
捕

獲
・
処
理
・
還
元
サ
イ
ク
ル
を
垂
水
市
内

で
完
結
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
必
要

だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答　

捕
獲
個
体
の
処
理
は
、
現
在
捕
獲
従

事
者
に
よ
る
現
地
埋
設
を
基
本
と
し
て
い

る
。
従
事
者
の
高
齢
化
や
埋
設
場
所
の
確

保
、
夏
季
の
衛
生
管
理
等
、
現
場
負
担
が

増
加
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。
提
案
の
資

源
化
に
つ
い
て
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
、
処
理
過
程
に
お
け
る
衛
生
面
に

係
る
多
額
の
初
期
費
用
や
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
精
査
な
ど
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
調

査
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

問　

垂
水
市
に
は
３
つ
の
駅
が
あ
る
。
交

答 問

答

問

議
員

新
原
　
勇

有
害
鳥
獣
捕
獲
後
、
肥
料
に
資
源
化

少
子
化
の
進
む
市
立
学
校
の
今
後

本
市
の
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
活
用

問 森
林
環
境
譲
与
税
の
利
活
用

問 海
の
駅
等
を
含
む
江
の
島
周
辺
開
発
は

議
員

前
田
　
隆
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ら
（
株
）
タ
イ
ミ
ー
の
仕
組
み
を
導
入
し

て
い
る
Ａ
事
業
者
で
は
、
３
ヶ
月
間
で
実

人
数
53
人
、
延
べ
人
数
１
９
９
人
が
勤
務

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問　

昨
年
９
月
議
会
で
垂
水
博
物
館
（
仮

称
）
の
設
置
に
つ
い
て
の
陳
情
が
採
択
さ

れ
た
。
令
和
８
年
度
予
算
案
に
新
規
事
業

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業

の
開
始
は
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
待
ち
に

待
っ
た
事
業
で
あ
る
と
思
う
。
陳
情
者
は

文
化
財
の
管
理
に
限
ら
ず
、
ジ
オ
パ
ー
ク

の
魅
力
発
信
や
文
化
事
業
発
展
の
た
め
、

歴
史
文
化
資
料
館
と
し
て
の
機
能
を
含
め

た
垂
水
市
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
垂
水
博
物
館
（
仮
称
）
の
設
置
を
求
め

て
い
る
が
、
資
料
館
調
査
研
究
事
業
の
取

組
を
伺
う
。

答　

博
物
館
と
は
、
博
物
館
法
に
基
づ
き

登
録
・
指
定
さ
れ
た
施
設
で
展
示
物
の
傾

向
と
し
て
歴
史
・
科
学
・
美
術
・
動
物
・

植
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
と
考
え
る
。
来

年
度
、
先
進
地
域
視
察
等
の
基
礎
調
査
を

行
う
中
で
、
設
置
を
検
討
す
る
組
織
、
本

市
に
ど
の
よ
う
な
施
設
が
望
ま
し
い
の
か
、

名
前
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
垂
水
市
建
設
残
土
処
分
地
に
つ
い
て

○
ク
ル
ー
ズ
船
乗
客
の
誘
致
に
つ
い
て

○
３
つ
の
駅
を
核
と
し
た
観
光
づ
く
り
は

問　

事
業
所
等
の
人
材
確
保
支
援
対
策
と

し
て
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

（
株
）タ
イ
ミ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
は
、

働
き
た
い
人
と
働
き
手
が
欲
し
い
事
業
所

等
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
、
働
く
こ
と
の
確

保
と
人
材
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
仕
組

み
で
あ
る
。
令
和
８
年
度
予
算
案
で
は
市

役
所
で
も
活
用
し
た
い
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
成
果
を
伺
う
。ま
た
、

人
材
確
保
対
策
に
は
国
が
支
援
す
る
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
な
ど
も

あ
り
、
多
様
な
支
援
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

答　

本
市
に
お
い
て
は
労
働
力
や
人
材
不

足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
課
題

の
解
決
を
図
る
た
め
、（
株
）
タ
イ
ミ
ー

と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
基

幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
産
業
や
介
護
福
祉

分
野
の
事
業
所
と
関
連
の
あ
る
関
係
課
や

事
業
所
の
皆
様
に
説
明
会
を
開
催
し
、
10

月
に
は
広
報
誌
に
て
（
株
）
タ
イ
ミ
ー
の

取
組
を
掲
載
し
た
。
市
役
所
庁
内
に
お
い

て
も
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
新

年
度
に
は
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
や
所
管
す

る
施
設
の
環
境
整
備
等
の
人
材
確
保
に
活

用
し
た
い
。
成
果
に
つ
い
て
は
、
11
月
か

答 問市
内
事
業
者
の
人
材
確
保
支
援
対
策
は

務
量
の
増
加
、
更
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事

案
へ
の
対
応
、
こ
れ
ら
一
連
の
課
題
を
通

じ
、
担
当
課
単
独
の
対
応
能
力
を
超
え
た

組
織
の
目
詰
ま
り
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
る
。
市
民
に
と
っ
て
窓
口
が
ど
こ
で
あ

る
か
は
重
要
で
は
な
く
、
必
要
な
支
援
が

必
要
な
時
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
届
く
こ

と
こ
そ
が
、
行
政
の
責
務
で
あ
る
。
一
つ

の
課
で
対
応
が
困
難
な
事
案
に
対
し
、
全

庁
が
自
分
事
と
し
て
迅
速
に
連
携
し
、
市

民
に
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
体

制
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答　

全
庁
的
な
連
携
と
意
思
決
定
を
確
立

す
る
た
め
幾
つ
か
の
会
議
や
仕
組
み
が
制

度
化
さ
れ
て
い
る
。

　

更
に
は
、情
報
共
有
と
調
整
、こ
う
い
っ

た
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
効

果
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
、
各
所
属
長

に
対
し
て
改
め
て
周
知
を
行
い
、
組
織
と

し
て
の
政
策
形
成
力
の
向
上
と
危
機
管
理

体
制
の
強
化
、
そ
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
の
対
応

〇
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
直
営
化

〇
元
女
性
消
防
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案

問　

訪
問
給
食
事
業
に
つ
い
て
、
週
７
日

か
ら
６
日
に
な
っ
た
場
合
、
残
り
の
１
日

に
つ
い
て
ど
う
す
る
の
か
。
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
に
早
く
周
知
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

１
日
休
み
と
な
る
こ
と
で
対
応
が
難

し
い
方
が
で
て
く
る
こ
と
も
想
定
で
き
る

の
で
、
現
在
、
他
の
事
業
所
と
調
整
す
る

な
ど
対
応
が
滞
ら
な
い
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
周
知
に
つ
い
て
も
調
整
が
終
わ
り
次

第
利
用
者
へ
周
知
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
　
　

問　

訪
問
給
食
の
運
営
変
更
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
直
営
化
に
伴
う
職
員
の
業

答 問

答

問歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
調
査
研
究
事
業
の
取
組
は

い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、

市
民
に
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
な
い
、

万
全
の
体
制
構
築
と
早
急
な
対
応
を

議
員

梅
木
　
勇

答 問

部
局
を
超
え
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
指
針

と
命
を
守
る
危
機
管
理
体
制
の
構
築
を

問

議
員

池
田 

み
す
ず
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い
て
問
う
。

答　

こ
れ
ま
で
に
高
等
教
育
機
関
４
、
企

業
12
、
医
療
機
関
１
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
１
と

締
結
し
て
お
り
、
昨
年
11
月
の
牛
根
地
区

に
お
け
る
４
者
協
定
を
含
め
、
総
数
は
19

件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
き
く
３
点
に
分

類
さ
れ
る
。１
点
目
は
大
学
と
の
連
携
で
、

鹿
児
島
大
学
と
は
総
合
計
画
策
定
等
、
鹿

屋
体
育
大
学
と
は
「
は
ん
と
け
ん
体
操
」

等
の
介
護
予
防
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

２
点
目
は
企
業
等
と
の
連
携
で
、
慈
愛
会

と
は
サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
運
営
、

日
本
航
空
と
は
特
産
物
の
販
路
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
３
点
目
は
牛
根
地
区
に

お
け
る
４
者
協
定
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
の
整
備
等
に
連
携
し
て
取
り
組
む
た

め
に
締
結
し
た
も
の
で
あ
る
。
包
括
連
携

協
定
を
通
じ
て
、
市
民
生
活
の
向
上
や
地

域
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　

市
長
の
選
挙
公
約
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

当
選
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
が
、
掲
げ
ら

れ
た
公
約
の
う
ち
、
ど
の
程
度
が
実
現
さ

れ
未
達
成
の
も
の
は
あ
る
の
か
。
公
約
は

市
長
が
有
権
者
と
交
わ
さ
れ
た
約
束
で
あ

り
、
そ
の
実
現
に
向
け
尽
力
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
公
約
の
中
に
あ
っ

た
「
も
う
１
期
働
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

の
言
葉
は
勇
退
の
意
向
な
の
か
、
そ
の
意

味
を
伺
い
た
い
。

答　

文
字
ど
お
り
捉
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。   【
副
市
長
答
弁
】

問　

瀬
戸
口
藤
吉
翁
の
継
承
事
業
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
今
後
の
計
画
を

問
う
。

答　

市
で
は
平
成
11
年
度
以
降
、
記
念
行

進
曲
コ
ン
ク
ー
ル
と
海
上
自
衛
隊
音
楽
隊

に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実

施
し
て
き
た
。
行
進
曲
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

令
和
２
年
度
の
第
22
回
大
会
が
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
以
降
、
開
催

を
見
合
わ
せ
て
い
る
。代
替
事
業
と
し
て
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
過
去
に
瀬
戸
口
藤
吉

賞
を
受
賞
し
た
団
体
に
よ
る
「
グ
ラ
ン
プ

リ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
て
い
る
。
一

方
、
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
は

令
和
３
年
度
に
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
再

開
し
、
そ
の
後
は
毎
年
通
常
開
催
を
継
続

し
て
い
る
。
令
和
８
年
度
に
つ
い
て
も
、

６
月
に
同
音
楽
隊
を
招
い
た
「
ふ
る
さ
と

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

本
市
で
は
多
く
の
包
括
連
携
協
定
が

締
結
さ
れ
て
い
る
が
、
市
に
と
っ
て
の
効

果
が
見
え
に
く
い
と
の
声
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
締
結
件
数
や
具
体
的
な
実
績
に
つ

答

答 答

問

護
者
の
肩
に
は
教
育
費
負
担
が
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
る
。
文
科
省
は
「
子
ど
も
の

学
習
調
査
費
」
を
実
施
し
て
い
る
。
２
０

２
４
年
末
に
発
表
し
た
調
査
で
は
、
前
回

の
調
査
か
ら
、
公
立
で
22
万
円
、
私
立
で

１
３
８
万
円
も
増
加
し
て
い
る
。
要
因
の

一
つ
が
物
価
上
昇
で
あ
る
。
ま
た
、
消
費

税
増
税
が
家
庭
の
教
育
費
負
担
を
大
き
く

押
し
上
げ
て
い
る
。
対
策
が
必
要
で
は
。

答　

物
価
高
騰
の
状
況
を
踏
ま
え
、
市
販

の
ド
リ
ル
教
材
を
本
市
が
児
童
生
徒
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
導
入
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
ド

リ
ル
で
代
替
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

補
助
教
材
の
単
価
は
年
々
上
が
っ
て
お
り
、

保
護
者
の
負
担
が
上
ら
な
い
よ
う
に
配
慮

し
て
い
る
。
保
護
者
へ
の
経
済
的
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
笑
顔
で
学
校
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
必
要
な
施
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

問　

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
は
「
乳
幼

児
医
療
助
成
」
の
よ
う
な
医
療
機
関
で
の

窓
口
を
軽
減
す
る
制
度
で
あ
る
。
不
調
の

際
、
費
用
面
の
不
安
な
く
受
診
で
き
る
こ

と
は
、
胎
児
・
子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成

長
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
制

度
創
設
に
よ
り
、
妊
産
期
か
ら
特
に
う
つ

に
陥
り
や
す
い
産
後
直
後
な
ど
一
年
間
の

母
親
の
不
安
定
な
心
理
状
態
の
な
か
で
安

心
感
に
も
つ
な
が
り
、
少
子
化
対
策
に
な

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業
の
創
設
に

つ
い
て
は
、
他
市
町
村
の
動
向
等
の
情
報

収
集
に
努
め
、調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

高
市
首
相
は
農
業
を
め
ぐ
り
「
食
料

自
給
率
の
向
上
を
実
現
す
る
」
と
表
明
し

た
。し
か
し
具
体
的
な
政
策
は
乏
し
く「
農

地
の
大
区
画
化
」
や
「
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
」
な
ど
の
従
来
の
規
模
拡
大
一
辺
倒
の

路
線
。
今
こ
そ
、
価
格
保
障
と
所
得
補
償

に
ふ
み
き
り
、
生
産
者
を
守
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
市
場
ま
か
せ
の
農
政
か
ら
の

転
換
で
、
持
続
可
能
な
農
業
と
農
山
村
再

生
の
た
め
に
も
自
給
率
の
抜
本
的
向
上
が

必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

答　

国
の
自
給
率
は
先
進
諸
国
の
中
で
も

低
い
水
準
に
あ
る
。
食
料
供
給
を
安
易
に

市
場
原
理
の
み
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
本
市
と
し
て
は
、
生
産
基
盤
と
な
る

農
業
者
の
確
保
育
成
と
農
地
の
維
持
・
再

生
に
注
力
し
て
い
く
。
ま
た
、
地
元
農
産

物
の
地
産
地
消
の
推
進
と
、
６
次
産
業
化

を
支
援
し
、
付
加
価
値
の
高
い
農
業
の
実

現
に
努
め
て
い
く
。

問　

教
育
費
の
無
償
は
、
学
ぶ
権
利
の
保

障
で
あ
る
。
お
金
の
心
配
な
く
、
学
び
、

子
育
て
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が

一
層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
、
保

答 問 持
続
可
能
な
農
業
振
興
対
策
を

問 教
育
費
の
負
担
が
増
え
家
計
圧
迫

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
を

市
長
選
挙
公
約
の
真
意
を
問
う

答問答

瀬
戸
口
藤
吉
翁

　
　
　
継
承
事
業
の
歩
み
と
今
後

問 包
括
連
携
協
定
の

　
　
　
　
締
結
実
績
と
活
用
状
況

議
員

持
留
　
良
一

問

議
員

篠
原
　

則



一般質問

垂水市議会だより   147 号  ⑩

て
、
最
高
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
さ
れ
た
。
川
畑
議
員
が
こ
こ
に
い
た

ら
、本
当
に
喜
ん
で
い
る
と
思
う
。
今
回
、

垂
水
市
漁
協
の
ど
の
よ
う
な
取
組
が
評
価

さ
れ
た
の
か
伺
う
。

答　

今
回
の
垂
水
市
漁
協
に
つ
い
て
は
、

次
の
４
点
が
評
価
さ
れ
て
受
賞
と
な
っ
た
。

ま
ず
１
点
目
は
、
収
益
性
の
高
い
事
業
モ

デ
ル
を
再
構
築
し
た
点
。
２
点
目
は
年
間

に
約
１
１
０
万
尾
の
天
然
種
苗
、
約
25
万

尾
の
人
工
種
苗
を
仕
入
れ
る
世
界
最
大
級

の
養
殖
生
産
規
模
で
あ
る
点
。
３
点
目
は

出
荷
サ
イ
ズ
と
時
期
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

安
定
し
た
周
年
出
荷
を
実
現
し
て
い
る

点
。
４
点
目
は
、
水
揚
げ
か
ら
加
工
・
包

装
・
梱
包
・
出
荷
ま
で
一
貫
生
産
体
制
を

構
築
し
、
生
鮮
品
と
し
て
の
海
外
輸
出
を

可
能
に
し
た
点
で
あ
る
。

問　

こ
の
受
賞
の
も
つ
意
義
と
評
価
さ
れ

た
点
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
内
全
小
中
学
校
の
通
信
環
境
を
い

ち
早
く
整
備
し
、
学
校
同
士
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
ぶ
遠
隔
合
同
授
業
な
ど
の
授
業
改

善
を
全
て
の
学
校
で
推
進
し
て
き
た
こ
と

と
、
地
域
を
題
材
に
し
た
総
合
的
な
学
習

の
時
間
、
ふ
る
さ
と
垂
水
を
新
し
い
教
科

で
あ
る
情
報
の
時
間
と
融
合
さ
せ
な
が
ら

子
ど
も
達
の
豊
か
な
発
想
を
生
か
し
て
、

情
報
活
用
能
力
を
育
て
る
実
践
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

２
０
２
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

案
は
前
年
度
比
８
％
減
と
な
っ
て
い
る

が
、
少
し
後
退
し
た
予
算
編
成
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
と
感
じ
る
が
、見
解
を
伺
う
。

答　

数
字
だ
け
で
み
る
と
８
％
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
が
、
昨
年
度
の
令
和
７
年
度

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
柊
原
市
営
住
宅

建
替
工
事
に
５
億
３
０
０
０
万
円
、
消
防

救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
強
化
事
業
に
３

億
４
５
０
０
万
円
、
消
防
第
一
分
団
詰
所

整
備
事
業
に
９
３
９
３
万
３
千
円
、
地
域

経
済
循
環
創
造
事
業
補
助
金
に
５
０
０
０

万
円
、
輸
出
等
対
応
施
設
整
備
事
業
補
助

金
に
２
億
４
５
５
３
万
９
千
円
な
ど
、
例

年
に
比
べ
、
単
年
度
と
し
て
は
事
業
費
の

大
き
な
事
業
が
複
数
重
複
し
た
と
い
う
特

殊
な
年
度
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
を
除
け
ば
、
当
初
予
算
と
し
て
は
過
去

最
高
額
と
な
っ
て
い
る
。

問　

垂
水
市
漁
協
は
２
０
２
５
年
度
輸
出

に
取
り
組
む
優
良
事
業
者
表
彰
に
お
い

問

答 答問

答

る
ま
ち
づ
く
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

施
政
方
針
で
説
明
さ
れ
た
垂
水
市
農

業
生
き
生
き
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
想
定

し
て
い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
実
証
す
る
機

器
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

答　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
４
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
意
見
交
換
会
や
検
討

内
容
の
精
査
を
行
い
、
６
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
生
産
現
場
で
の
研
修
や
実
証
調
査

を
実
施
す
る
方
向
で
、
現
在
調
整
を
進
め

て
い
る
。
実
証
す
る
機
器
は
、
の
り
面
な

ど
の
除
草
作
業
を
安
全
・
迅
速
に
行
う
ラ

ジ
コ
ン
草
払
い
機
、
身
体
的
負
担
を
軽
減

す
る
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
、
果
樹
な
ど
の
作

業
効
率
を
高
め
る
電
動
剪
定
ば
さ
み
な
ど
、

農
家
労
働
の
軽
減
に
直
接
寄
与
す
る
も
の

を
検
討
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
消
費
税
に
つ
い
て

○
私
立
高
校
無
償
化
に
つ
い
て

○
垂
水
高
校
振
興
対
策
及
び
地
域
み
ら
い

　

留
学
制
度
に
つ
い
て

問　

牛
根
地
区
で
は
、
平
成
17
年
に
２
３

０
２
人
住
ん
で
い
た
が
、
令
和
８
年
１
月

31
日
時
点
で
１
２
２
４
人
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
城
地
区
で
は
、
平
成
17
年

に
１
３
４
７
人
住
ん
で
い
た
が
、
令
和
８

年
１
月
31
日
時
点
で
７
７
９
人
と
な
っ
て

い
る
。
両
地
区
と
も
人
口
減
少
が
著
し
い

が
、
均
衡
あ
る
街
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

答　
【
市
長
答
弁
】
牛
根
地
区
に
お
い
て

は
、
垂
水
市
と
市
民
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
オ
ー

シ
ャ
ン
・
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
、
健
土
株

式
会
社
の
４
者
協
定
に
基
づ
き
、
旧
牛
根

中
学
校
跡
地
を
中
心
に
、
今
後
の
事
業
推

進
が
計
画
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
城

地
区
に
お
い
て
は
、
新
城
支
所
を
中
心
と

し
た
拠
点
エ
リ
ア
、
こ
の
近
く
に
高
齢
者

向
け
の
施
設
や
農
協
の
跡
地
も
あ
る
の
で
、

こ
の
辺
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
活
性
化
し
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
と
現
段

階
に
お
い
て
は
考
え
て
い

る
。
今
後
も
市
内
９
地
区

の
地
域
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ

答 問

答 問ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を

均
衡
あ
る
街
づ
く
り
の
考
え
方
は

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
財
政
改
革
で

　
　
　
市
民
生
活
改
善
の
予
算
編
成

日
本
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ア
ワ
ー
ド

「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
受
賞
の
快
挙

問 垂
水
市
漁
協
の
農
林
水
産
大
臣
賞

　
　
受
賞
の
水
産
業
へ
の
効
果
は 議

員

池
山
　
節
夫

議
員

感
王
寺 

耕
造



議案等の審議結果

⑪  垂水市議会だより   147 号

令和８年第１回定例会に提案された件名と結果一覧
番　　号 審議結果件　　　　　　　　名 内　　　　　容

専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度垂水市一般会計補正予算（第８号））
垂水市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例　案
垂水市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例　案
垂水市長等の給与に関する条例の一部を改正する
条例　案
垂水市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例　案
垂水市第1号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例　案

垂水市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例　案

垂水市行政手続条例の一部を改正する条例　案

垂水市税外収入の督促手数料及び延滞金に関する
条例の一部を改正する条例　案

垂水市火入れに関する条例の一部を改正する条例　案

垂水市地方卸売市場条例の一部を改正する等の
条例　案
垂水市猿ヶ城渓谷森の駅たるみず条例の一部を改正
する条例　案

垂水市給水条例の一部を改正する条例　案

垂水市議会議員及び垂水市長の選挙における選挙運動用ビラ並びに選挙
運動用ポスターの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例　案

垂水市火災予防条例の一部を改正する条例　案

垂水市過疎地域持続的発展計画について

内ノ野辺地に係る総合整備計画について

野久妻辺地に係る総合整備計画について

令和７年度垂水市一般会計補正予算（第９号）案

令和７年度垂水市国民健康保険特別会計補正予算
（第４号）案
令和７年度垂水市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）案
令和７年度垂水市交通災害共済特別会計補正予算
（第１号）案
令和７年度垂水市介護保険特別会計補正予算
（第２号）案
令和７年度垂水市老人保健施設特別会計補正予算
（第２号）案

令和７年度垂水市水道事業会計補正予算（第３号）案

令和７年度垂水市病院事業会計補正予算（第１号）案

令和７年度垂水市漁業集落排水処理施設事業会計
補正予算（第２号）案

令和８年度垂水市一般会計予算　案

報　告

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

第 1 号

第 2 号

第 3 号

第 4 号

第 5 号

第 6 号

第 7 号

第 8 号

第 9 号

第 10 号

第 11 号

第 12 号

第 13 号

第 14 号

第 15 号

第 16 号

第 17 号

第 18 号

第 19 号

第 20 号

第 21 号

第 22 号

第 23 号

第 24 号

第 25 号

第 26 号

第 27 号

第 28 号

承　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

第51回衆議院議員総選挙及び第 27 回
最高裁判番所裁判官国民審査の執行

人事院勧告に伴う改正（期末手当の
見直し）

人事院勧告に伴う改正（期末手当の
見直し）

人事院勧告に伴う改正（給与、期末
勤勉手当、各種手当の見直し）

人事院勧告に伴う改正（期末手当及び
勤勉手当の見直し）

人事院勧告に伴う改正（給与、期末手当
及び勤勉手当の見直し）及び職種の追加

林野火災注意報が発令された際に火入れ
の制限を行うため改正しようとするもの

こども誰でも通園制度の実施事業者が自治体から
子ども子育て支援法に基づく確認を受けるための
基準を定めるために新たに制定するもの

不利益処分をしようとする場合に事前に必要とな
る「聴聞」及び「弁明の機会の付与」の実施にあ
たり行う通知について、その方法を改めるもの
関係する税外収入金について条例の一部を改正
し、同様に延滞金の割合の特例を追加しようとす
るもの

食料品等持続的供給法の全面施行に伴う法改正へ
の対応と本市卸売市場の現状を鑑みた条例の廃止
について定めるもの
指定管理者における柔軟な宿泊料金の設定を可能
とする規定を設けるとともに、昨今の物価高の情
勢に鑑み使用料の上限金額を設定するもの
災害時等において、他の水道事業者や他の水道事
業者から指定を受けた工事事業者が本市の給水装
置工事を行うことを可能とするもの
公職選挙法施行令の改正に伴い、選挙運動用ビラ、
ポスターの 1枚あたりの作成単価を国の基準と同
額に引き上げようとするもの
全国で屋外にテントやバレルなどのサウナを設置
する事例が増えてきているため、サウナ基準を改
正するもの。
令和 8年度から令和 12 年度までを計画期間とす
る「垂水市過疎地域持続的発展計画」を新たに策
定し、過疎対策を推進しようとするもの
市道内ノ野線の改良舗装整備に関連し、３年間を
期間とする「内ノ野辺地に係る総合整備計画」の
策定について議会の議決を求めるもの
市道元垂水原田線の改良舗装整備に関連し、5年
間を期間とする「野久妻辺地に係る総合整備計画」
の策定について議会の議決を求めるもの
人事院勧告による人件費の補正、財政調整基金な
ど各種基金への積立、各種事業費の確定に伴う歳
入歳出予算の整理によるもの
健康ポイント事業などの事業確定に伴う減額及び
令和６年度分の普通交付金等の確定に伴う償還金
の増額
後期高齢者医療広域連合納付金に係る被保険者保
険料の増額及び保険基盤安定負担金の交付額が決
定したことによる減額

介護報酬改定に伴うシステム改修事業及び訪
問給食の利用者増加による見守り経費の増額

消費税及び地方消費税の納付が見込まれるた
め、補正を行うもの

新規入所申込者の減少により、施設利用収入を減
額するとともに、その減額した資金不足分の補填
として一般会計から繰入を行おうとするもの
12 月補正以降に生じた給料、各手当の異動分の
補正及び標準報酬の等級改定等に伴う共済費の補
正を行うもの
病院事業に係る交付税措置額の確定に伴い、病院
事業の収益的収入及び支出の予定額をそれぞれ増
額するもの

会計年度任用職員に係る人件費不足に
よるもの

当初予算額（歳入・歳出）：
134 億 700 万円



議案等の審議結果

垂水市議会だより   147 号  ⑫

令和８年第１回定例会に提案された件名と結果一覧
番　　号 審議結果件　　　　　　　　名 内　　　　　容

令和８年度垂水市国民健康保険特別会計予算　案

令和８年度垂水市後期高齢者医療特別会計予算　案

令和８年度垂水市交通災害共済特別会計予算　案

令和８年度垂水市公設地方卸売市場特別会計予算　案

令和８年度垂水市介護保険特別会計予算　案

令和８年度垂水市老人保健施設特別会計予算　案

令和８年度垂水市水道事業会計予算　案

令和８年度垂水市病院事業会計予算　案

垂水市国民健康保険税条例の一部を改正する条例　案

垂水市副市長の選任について

アメリカ・イスラエルによるイラン攻撃に抗議し
即時中止を求める決議案について

令和８年度垂水市漁業集落排水処理施設事業会計
予算　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

議　案

決議案

第 29 号

第 30 号

第 31 号

第 32 号

第 33 号

第 34 号

第 35 号

第 36 号

第 37 号

第 38 号

第 39 号

第 1 号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　意

原案可決

当初予算額（歳入・歳出）：22 億
4,515 万 3 千円

当初予算額（歳入・歳出）：3億
2,922 万 3 千円

当初予算額（歳入・歳出）：555 万
3千円

当初予算額（歳入・歳出）：351 万
6千円

当初予算額（歳入・歳出）：21 億
6,033 万 1 千円

当初予算額（歳入・歳出）：6億
9,974 万 5 千円
当初予算額（収益的収入：3億 300 万 6千円、収益
的支出：3億 102 万 5千円）（資本的収入：5,333 万
7 千円、資本的支出：1億 8,183 万 6 千円）

当初予算額（収益的収入：1億 9,192 万 2 千円、収
益的支出：1億 8,172 万 9 千円）（資本的収入：1億
8,564 万 8 千円、資本的支出：2億 3,745 万 7 千円）
当初予算額（収益的収入及び支出：4,287 万 9 千
円）（資本的収入：873 万 7千円、資本的支出：
1,747 万 6 千円）

地方税法が一部改正されたことを受け、子ども子
育て支援金制度による賦課を行うため、国保税条
例を改正しようとするもの

松原　寛氏を副市長に選任するもの

米国政府及びイスラエル政府に対し強く抗議し、
直ちに攻撃を中止するとともに、交渉による平和
的解決の道に立ち戻るよう強く要求するもの

賛否が分かれた議案について （○：賛成、×：反対）

議案第30号
令和８年度垂水市後期
高齢者医療特別会計予算案

議案第38号
垂水市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例　案

決議案第１号
アメリカ・イスラエルによる
イラン攻撃に抗議し即時中止
を求める決議案について

池　

山　

節　

夫

北　

方　

貞　

明

持　

留　

良　

一

感
王
寺　

耕　

造

篠　

原　

　

則

川　

越　

信　

男

堀　

内　

貴　

志

梅　

木　
　
　

勇

池　

田　

み
す
ず

新　

原　
　
　

勇

前　

田　
　
　

隆

宮　

迫　

隆　

憲

髙　

橋　

理
枝
子

〇〇

×

〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇欠

×

〇〇〇〇〇

×

〇〇

×

〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

×

　

反
対

〇　

賛
成

審
議
結
果

１10　
原
案
可
決

１10　
原
案
可
決

２９　
原
案
可
決

氏名

議案番号・議案件名

※

議
長
の
た
め
表
決
に
は
参
加
し
な
い



特別委員会・議会の主な活動

⑬  垂水市議会だより   147 号

予 

算 

特 

別 

委 

員 

会

予 

算 

特 

別 

委 

員 

会

問
　
農
業
従
事
者
の
減
少
が
加
速
す
る
な

か
、
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
は
極
め

て
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
国
に
よ
る
就

農
支
援
の
要
件
が
厳
し
く
な
り
支
援
が
頭

打
ち
に
な
っ
て
い
る
現
状
、
垂
水
市
独
自

の
支
援
策
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す

る
が
、
実
態
に
即
し
た
更
な
る
改
善
余
地

は
な
い
か
伺
う
。

答　

人
口
減
や
担
い
手
不
足
、
物
価
高
騰

な
ど
の
厳
し
い
現
状
を
受
け
止
め
、
令
和

７
年
度
に
支
援
の
抜
本
的
な
拡
充
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
の
支
援
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
垂
水
市
独
自
の
支
援
と
組

み
合
わ
せ
て
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
を
維

持
し
て
い
く
。
対
象
年
齢
に
つ
い
て
も
国

の
原
則
50
歳
未
満
に
対
し
、
市
で
は
満
55

歳
以
下
と
対
象
を
広
げ
て
、
多
様
な
人
材

確
保
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
現
場
の
意

見
を
聴
取
し
、
先
進
自
治
体
事
例
の
調
査

研
究
を
は
じ
め
と
し
て
実
態
に
即
し
た
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
く

問
　
制
服
代
や
教
材
費
な
ど
の
隠
れ
教
育

費
の
負
担
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
、
物

価
高
騰
に
対
す
る
教
育
費
の
実
態
調
査
や

対
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
が
就
学

援
助
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
り
、
そ
の
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
貧
困
問
題
や
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
は
重
要
な
問
題
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
垂
水
市
の
就

学
援
助
認
定
基
準
は
令
和
２
年
度
か
ら
生

活
保
護
基
準
の
1.3
倍
に
引
き
上
げ
て
お

り
、
県
内
19
市
中
４
番
目
に
高
い
水
準
と

な
り
、
就
学
援
助
率
も
16
・
４
％
と
全
国

平
均
の
13
・
66
％
よ
り
高
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
垂
水
市
で
は
認
定
基
準
の
倍
率
を
高

く
設
定
す
る
こ
と
で
よ
り
多
く
の
家
庭
に

援
助
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

問答

問答

　

３
月
４
日
・
５
日
・
９
日
に
予
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
２
月
26
日
の
本
会
議
に

お
い
て
付
託
さ
れ
た
令
和
８
年
度
各
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
総
括
質
疑
の
主
な
質
問
と
回
答
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
垂
水
市
一
般
会
計

予
算  

案

令
和
８
年
度
垂
水
市
一
般
会
計

予
算  

案

【
市
長
へ
の
総
括
質
疑
】

新
規
就
農
者
生
活
支
援
事
業

新
規
就
農
者
生
活
支
援
事
業

就
学
支
援
制
度

就
学
支
援
制
度

～ 議会の主な活動 ～ 【令和８年２月～令和８年４月】

○４月15日（水） 消防団第１分団詰所完成式典（垂水市）

　　　　　　　　  鹿児島県市議会議長会定期総会

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （いちき串木野市）

○４月21日（火） 高峠つつじ開き（垂水市）

○４月23日（木） 九州市議会議長会定期総会（佐賀市）

○３月14日（土）  出水市誕生二十周年記念式典（出水市） 

○３月22日（日） 林芳正総務大臣

　　　　　　　　　 垂水市漁業協同組合視察（垂水市）

○３月24日（火） 垂水市観光協会

　　　　　　　　　 第２回インバウンド研修会（垂水市）

○３月27日（金） 錦江湾横断道路推進特別委員会　

　　　　　　　　　 国土交通省要望活動（東京都） ３/27　錦江湾横断道路推進特別委員会

国土交通省要望活動

３/24　インバウンド研修会
（豪華客船飛鳥Ⅱお客様垂水市入りお出迎え）



議会アンケート報告

垂水市議会だより   147 号  ⑭

議員定数等に関するアンケート集計結果

アンケートへのご協力ありがとうございました。
　皆様からいただきました貴重なご意見は、議員定数等調査特別員会における審議の参考とさせていた
だきました。
　議員定数、議員報酬、政務活動費に関するご意見をはじめ、市議会および議員活動全般に対する幅広
いご提言を賜りましたことを、深く感謝申し上げます。
　これらのご意見はすべて委員会内で共有させていただきまして、今後の議会運営に活用してまいります。
　本号の議会だよりでは、いただいたご意見の集計結果と主な意見を掲載いたします。
　より詳細な内容につきましては、垂水市議会ホームページに掲載しておりますので、併せてご参照ください。

アンケート概要
＊ 目　　的 ： 議員定数、議員報酬、政務活動費について、市民の意見を聴取する。
＊ 対　　象 ： 垂水市民、垂水市にゆかりのある市外在住の方
＊ 期　　間 ： 令和７年 12 月 16 日～令和８年１月 31 日
＊ 回答方法 ： WEB 回答、お知り合いの市議にお渡し、市役所、各地区公民館の回収箱へ投函

回答数：235 人（WEB117 人、紙 118 人）集計結果

質問１  年齢

質問３  居住地域

質問２  性別
1. 10代

2. 20代

3. 30代

4. 40代

5. 50代

6. 60代

7. 70代

8. 80代

9. 90代

10. 100代

1. 境地区

2. 二川地区

3. 松ケ崎地区

4. 協和地区

5. 中央地区

6. 水之上地区

7. 大野地区

8. 柊原地区

9. 新城地区

10. 垂水市外

1. 男性

2. 女性

3. その他

アンケート詳細は
こちらから
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⑮  垂水市議会だより   147 号

質問４  議員定数

1. 増やした方が良い

2. 現状維持

3. 減らした方が良い

4. 分からない

議員定数に関する主な意見

〇　議員は地区住民の代弁者としての面があるので、やみくもに定員を減らすべきではないと思う

〇　各地区に議員がいなければならないと思う、高齢者になれば移動手段も限られてくる
　　ので声が届きにくい、何もしない人は議員を途中でやめさせてもいい

〇　これ以上減ると議員がいない地域が出ているのに更に中央の声だけを拾う議員だけに
　　なる可能性が高い

〇　人口も減ってきているので中央地区は複数名で他の小学校区に 1名くらいで良いと思う

〇　若い人たちにシフトして欲しい、ながくても 5期くらいで引退制にして欲しい

〇　小規模自治体では人口 1000 人あたり議員 1人前後が目安だから定数減すべき

〇　人口に対して多すぎる、議員の質が良くない

〇　議長を除いて 9名でも審議できるのではないかと思った、各委員も 5名程度の構成
　　でも問題ないのではないかと思う

〇　同規模の肝付町や枕崎市が 12名に削減しているため定数減すべき

〇　多くても 10名。定数を減らし、議員 1名当たりの報酬を増額し、意欲ある議員の選出を望む

〇　地区割、牛根 2 海潟２ 中央３ 水之上１ 柊原 1 新城 1 目安、定年制 75歳、５期 20
　　年まで、若い人材に道を譲り議会の刷新と活性化を推進して欲しい

〇　小さい町のわりに多すぎる、あと年齢制限を考えて欲しい

【望ましいと思われる人数　５人～ 30 人】



議会アンケート報告

垂水市議会だより   147 号  ⑯

質問５  議員報酬

1. 増やした方が良い

2. 現状維持

3. 減らした方が良い

4. 分からない

議員報酬に関する主な意見

【望ましいと思われる報酬金額　５万円～ 50 万円】

〇　現状維持で良いと考える

〇　もっと議員が何をしているかわかれば増やしてもいいと思う

〇　垂水市の議員は大した仕事をしていない

〇　パワーのある人に議員になってもらうためにはある程度の報酬が必要

〇　定数を減らす代わりに報酬を上げれば、若い人からの議員に対する魅力も変わると思う

〇　若い世代の人たちが議員に立候補するために、議員報酬で生活できるように上げるべき

〇　報酬は議員活動の対価であるべき、議員が報酬に見合う活動ができているか常に自分
　　に問うことができるので上げてもいいと思う

〇　意欲ある若い人、子育て世代等がそれなりの生活ができて立候補できる報酬に

〇　これからの垂水を考えて議員になりたい人が増えるようにするため

〇　若年層の成りて創出のため上げるべき

〇　5万、全体的に議員活動でなにをしているかわからない。

〇　報酬アップして責任感もアップ、35万

〇　議員報酬を増やすことで専業としてとりくんでいただきたい、50万
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議会アンケート報告

○　きちんと活動されている議員には必要だから、収支報告書があるので、どのような活動
　　をしたのかわかるのでいいと思う。

○　会派もなく各個人ごとになると思うが、どこまでが対象となるか線引きが難しく、適切
　　に使用されると思えない。

○　もっと議員としてレベルアップする研修会や勉強会に参加して欲しいから必要である。

○　より良い市政のために必要だと思うが、国会議員の問題で取り上げられる通り、透明性
　　の確保が条件であると考える。

質問６  政務活動費

質問７  市議会に対するご意見ご要望

○　垂水市のためになる人を選んで欲しいです。

○　意見要望を出しているのに 2年間も何も動きは無く放置されている。困っているのに、
　　なにも改善されない。

○　本会議だけでなく、委員会も中継して欲しい。

○　物価高騰や、人口減少など市民が安心して暮らせるように、努めていただきたいと思います。

○　市民から選ばれた人であるので、議員としての立ち位置、自覚を持ち、議会で市民の声
　　を伝えて頂きたい。

○　通年議会の開始と、アーカイブの早期アップ。

○　垂水市や市民の為に日夜頑張ってくださる皆様に心から感謝と敬意を表します。ただ、
　　マンネリ化されることは市民の期待に反することですので、時々は初心に立ち戻って下さい。

【政務活動費とは？】
議員が地域課題解決や政策提案などを
行うための調査研究費用

1. 必要である

2. 必要ではない

主な意見、要望

政務活動費に関する主な意見
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議会アンケート報告

議員定数等調査特別委員会　取組の経過

結び

　市民アンケートでいただいた多くの意見、そして語る会での率直な議論を通じて、今後の議会の
あり方について一つの方向性が見えてまいりました。
　その内容については、３月議会において、梅木委員長より中間報告が行われ『議員定数２名減・
報酬の引き上げ・政務活動費の必要性』が示されました。
　また、３月 30 日には報酬審議会への諮問を市長に、お願いしたところであり、検討が進められ
ていきます。
　これからも、市民の皆様の声に真摯に向き合い、信頼される議会づくりに努めてまいります。
多くのご意見、誠にありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　議員一同

令和７年６月 20 日

７月９日

８月 19 日

９月 30 日

10 月 17 日

10 月 30 日

11 月 17 日

12 月９日

12 月 16 日

12 月 18 日

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第 10 回

令和８年１月 23 日

１月 31 日

３月９日

３月 16 日

令和８年１月 12 日
～１月 18 日

議員定数等調査特別委員会　設置

目的とスケジュール共有

他地方議会の状況を調査分析

議員定数、議員報酬、政務活動費について各委員の意見を集約

現状を踏まえ専門家から意見聴取
（自治体議会研究所　代表　高沖秀宣 氏）

方向性のとりまとめ及び市民の声を聴く取組の協議

議会と語る会の開催案内やアンケートの内容確認

議員定数等に関するアンケート調査【開始】

議会と語る会で配布する資料について協議

議会と語る会開催　市内６か所（７回開催）延べ 55 人

議会と語る会での市民の反応や意見について総括

議員定数等に関するアンケート調査【締切】

議会と語る会（市民の声を聴く取組）の日程やアンケート調査
について協議

アンケート結果の報告
議員定数等調査特別委員会としての方向性を採決
・議員定数　　２名減
・議員報酬　　引き上げ
・政務活動費　必要

本会議にて委員長が中間報告

区　分 開  催  日 主な協議事項
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所管事項調査報告

1
．
調
査
日　

令
和
８
年
１
月
28
日

　
　
　
　
　
　
　

 　

  　

〜
1
月
30
日

２
．
調
査
地
及
び
調
査
内
容

【
目
的
】

　

主
権
者
教
育
と
し
て
の
「
中
学
生
議

会
」

　

亀
山
市
議
会
は
令
和
６
年
度
か
ら

「
中
学
生
議
会
」
を
本
格
実
施
し
て
い

る
。
最
大
の
特
徴
は
、
単
な
る
一
日
体

験
で
は
な
く
、
議
員
が
全
中
学
校
に
出

向
く
「
出
前
授
業
」
か
ら
本
番
ま
で
を

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
構
築
し
て
い

る
点
に
あ
る
。
付
箋
を
使
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
出
前
授
業
で
生
徒
の

意
見
を
幅
広
く
吸
い
上
げ
、
選
出
さ
れ

た
中
学
生
議
員
に
は
議
員
が
何
度
も
学

校
を
訪
問
し
質
問
作
成
を
手
厚
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
。
学
校
や
教
育
委
員

会
と
の
深
い
信
頼
関
係
の
上
で
の
伴
走

支
援
に
よ
り
、
本
番
で
は
医
療
費
無
償

化
な
ど
鋭
い
一
般
質
問
が
飛
び
交
い
、

生
徒
が
議
会
や
行
政
へ
関
心
を
持
つ
絶

好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

【
ま
と
め
】

　

議
会
が
教
育
現
場
へ
積
極
的
に
歩
み

寄
る
姿
勢
は
、
若
者
の
政
治
的
関
心
を

「
当
事
者
意
識
」
へ
と
よ
り
身
近
に
感

じ
さ
せ
て
い
た
。
本
市
で
も
見
学
や
傍

聴
の
み
の
現
状
か
ら
、
議
員
と
生
徒
が

同
じ
目
線
で
地
域
課
題
を
議
論
し
、
中

学
生
議
会
で
提
案
で
き
る
場
が
必
要
と

感
じ
た
。

　

こ
れ
は
将
来
の
有
権
者
育
成
や
議
会

の
存
在
意
義
の
周
知
に
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
実
現
に
は
、
中
学
生
の
意
見
集

約
や
議
員
の
継
続
的
な
伴
走
支
援
が
鍵

と
な
る
が
、
前
提
と
し
て
議
会
と
教
育

委
員
会
の
密
接
な
連
携
構
築
が
必
須
と

な
る
。

　

そ
れ
で
も
若
者
の
視
点
を
市
政
に
直

接
取
り
入
れ
る
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
は
、

議
会
の
透
明
性
向
上
だ
け
で
な
く
、
若

年
層
の
郷
土
愛
を
育
み
、
将
来
の
投
票

率
向
上
や
住
民
参
画
の
促
進
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
強
く
感
じ
た
。

議
会
運
営
委
員
会

所
掌
事
務
調
査
報
告

三
重
県
亀
山
市

愛
知
県
津
島
市

亀山市役所での研修状況

津島市議会議場

【
目
的
】

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
の
制
定
と

運
用

【
調
査
の
概
要
】

　

津
島
市
は
令
和
７
年
４
月
、
執
行
部

と
議
会
を
対
象
と
し
た
全
国
で
も
珍
し

い
共
同
の
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に

関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
た
。
背
景
に

は
、
過
去
10
年
間
で
特
別
職
や
議
員
を

含
む
１
６
３
件
も
の
被
害
が
発
覚
し
た

深
刻
な
実
態
が
あ
る
。

　

本
条
例
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
中
傷
を
含

む
広
範
な
禁
止
行
為
を
定
め
た
ほ
か
、

有
識
者
に
よ
る
審
査
会
の
厳
格
な
認
定

体
制
を
構
築
し
、
首
長
や
議
員
な
ど
に

対
し
て
は
、
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
の

「
氏
名
公
表
」
と
い
う
強
力
な
抑
止
力

を
持
た
せ
た
。
そ
の
上
、
独
立
し
た
外

部
相
談
窓
口
の
設
置
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

研
修
義
務
な
ど
、
被
害
者
保
護
と
発
生

予
防
を
両
輪
で
進
め
る
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。

【
ま
と
め
】

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
個
人
の
資
質
や
道

徳
の
問
題
と
し
て
片
付
け
ず
、
組
織
全

体
の
構
造
的
な
欠
陥
と
し
て
捉
え
、
法

的
な
拘
束
力
と
第
三
者
の
客
観
的
な
視

点
を
持
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

が
徹
底
さ
れ
て
い
た
。
住
民
か
ら
負
託

を
受
け
た
議
会
そ
し
て
議
員
が
住
民
か

ら
の
信
頼
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
執

行
部
と
足
並
み
を
揃
え
、
曖
昧
な
運
用

を
許
さ
な
い
実
効
性
の
あ
る
防
止
策
を

明
文
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
感
じ
た
。

　

特
に
、
身
内
に
よ
る
甘
い
と
も
と
ら

れ
か
ね
な
い
判
断
を
排
除
し
、
弁
護
士

等
の
専
門
家
が
審
査
を
行
う
仕
組
み
の

導
入
は
、
組
織
の
自
浄
作
用
を
対
外
的

に
証
明
す
る
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い

課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
人
事
系
統
か
ら

独
立
し
た
外
部
相
談
窓
口
の
常
設
や
、

全
議
員
に
対
す
る
研
修
と
い
っ
た
ソ
フ

ト
面
の
整
備
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
も

再
認
識
で
き
た
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
環
境
が
、

職
員
の
意
欲
向
上
や
優
秀
な
人
材
の
確

保
に
繋
が
り
、
結
果
と
し
て
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
感
じ
た
。

三重県亀山市 ： 三重県の中北部に位置し、 人口は４万９千人。 古くから交通の結節点としての役割を担っている。
愛知県津島市 ： 濃尾平野の西部、 名古屋市の西方約 16km に位置し、 人口は５万９千人。 津島神社の門前町として、
　　　　　　　　　　 また交通 ・ 経済の要衝である湊町として、 近世 ・ 中世を通じて繁栄してきた。

【
調
査
の
概
要
】
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※本会議は、市役所３階の議会傍聴席にて傍聴できます。

　（本議会の様子はライブ・録画配信をしていますので、インター

　  ネット中継をご覧ください。）

※委員会の傍聴は、事前に委員長の許可が必要です。

※請願等の受付締切日は、議会運営委員会前日の５月 27 日です。

※６月３日、６月 26 日の本会議は午前 10 時から、一般質問及

　び各委員会は午前９時 30 分からの開会予定です。

※日程は変更になる場合がありますので、議会事務局までお問い

　合わせください。

　

垂
水
市
民
に
と
っ
て
、
国
道
２
２
０
号

線
宮
脇
公
園
の
「
あ
こ
う
並
木
」
見
慣
れ

た
故
郷
の
風
景
で
す
。
１
９
７
２
年
太
陽

国
体
を
機
に
新
城
の
海
岸
近
く
の
民
家
か

ら
三
十
三
本
が
移
植
さ
れ
た
も
の
で
、
半

世
紀
を
超
え
た
今
も
力
強
く
根
を
張
っ
て

い
ま
す
。
イ
チ
ジ
ク
の
仲
間
で
あ
る
あ
こ

う
は
幹
を
伝
う
気
根
が
入
り
乱
れ
る
姿
か

ら
、
別
名
「
絞
め
殺
し
の
木
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ガ
ジ
ュ
マ
ル
と
混
同
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
葉
脈
が
明
瞭
で
実
が
枝
先
に

つ
く
ガ
ジ
ュ
マ
ル
と
異
な
り
、
枝
に
直
接

果
実
が
群
生
す
る
の
が
あ
こ
う
の
特
徴
で

す
。ま
た
宿
る
妖
精
も
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の「
キ

ジ
ム
ナ
ー
」
に
対
し
、
あ
こ
う
は
「
ケ
ン

ム
ン
」
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
、
古
く
か
ら

人
々
の
畏
敬
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
か
つ

て
垂
水
市
で
は
樹
齢
３
０
０
年
を
数
え
る

「
寛
文
代
あ
こ
う
」
が
慈
恩
保
育
園
前
に

あ
り
ま
し
た
が
惜
し
ま
れ
つ
つ
伐
採
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
垂
水
市
内
で
最
も
威
容
を

【
特
集　

第
９
回
】

垂
水
市
魅
力
発
見

垂
水
市
魅
力
発
見

市議会へ行こう
令和８年　第２回定例会会期日程（案）

本会議

産業厚生委員会一般質問一般質問

本会議

総務文教委員会

6/1
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5
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新
緑
が
ま
ぶ
し
く
、
初
夏
の
気
配
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
市
政
の
こ

と
は
少
し
遠
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
、一
つ
ひ
と
つ
の
決
定
が
、

皆
さ
ま
の
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
、
少
し
で
も
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
丁
寧
に
お
伝
え
し
て
ま

い
り
ま
す
。　
　
　
〔
池
田　

み
す
ず
〕

誇
る
の
が
、
新
城
支
所
隣
に
あ
る
「
新
城

大
あ
こ
う
」
で
す
。
樹
齢
２
８
０
年
、
幹

回
り
８
・
５
ｍ
、
高
さ
25
ｍ
と
い
う
圧
倒

的
な
迫
力
で
そ
の
歴
史
を
紡
い
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
あ
こ
う
の
生
命
力
を
物
語
る

象
徴
的
な
一
木
が
「
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か

ご
し
ま
（
指
宿
市
）」
に
あ
る
入
口
近
く

で
来
園
者
を
迎
え
る
推
定
樹
齢
４
０
０
年

以
上
の
巨
木
は
、
実
は
30
年
前
垂
水
市
か

ら
移
植
さ
れ
た
も
の
で
す
。
戦
後
の
大
型

台
風
で
横
倒
し
に
な
り
な
が
ら
も
生
き
続

け
、
現
在
は
「
気
根
の
小
道
」
を
く
ぐ
り

抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

指
宿
市
で
も
愛
さ
れ
て
い
る
あ
こ
う
の

木
も
ル
ー
ツ
は
垂
水
に
あ
る
と
い
う
事
実

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
改
め
て
足
元
の

逞
し
い
並
木
道
を
眺
め
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
新
原　

勇
〕

編

集

後

記

垂
水
の
記
憶
を
紡
ぐ

　
　「
あ
こ
う
」
の
生
命
力

高峠つつじ

新城大あこう
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